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改
正
入
管
法
が
成
立

　

18
年
末
の
臨
時
国
会
で
、
与
野
党
の
議

論
が
紛
糾
す
る
中
、
改
正
入
管
法
が
成
立

し
、
19
年
4
月
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
。
本
改
正
の
主
な
内
容
は
①
新
た

な
在
留
資
格
「
特
定
技
能
」
を
創
設
す
る

②
法
務
省
の
外
局
と
し
て
「
出
入
国
在
留

管
理
庁
」
を
置
く
─
こ
と
で
あ
る
。

　

新
在
留
資
格
「
特
定
技
能
」
は
2
段
階

（
1
号
、2
号
）
で
設
け
ら
れ
る
（
図
表
1
）。

特
定
技
能
1
号
は
、
深
刻
な
人
手
不
足
の

た
め
外
国
人
に
よ
る
人
材
確
保
が
必
要
な

分
野
（
現
時
点
で
14
業
種
を
検
討
中
）
で
、

「
相
当
程
度
の
知
識
ま
た
は
経
験
を
必
要

と
す
る
技
能
を
要
す
る
業
務
に
従
事
」
す

る
外
国
人
労
働
者
に
与
え
ら
れ
る
。
最
長

5
年
の
技
能
実
習
を
修
了
す
る
か
、
試
験

に
合
格
す
る
必
要
が
あ
り
、
在
留
期
間
は

最
長
5
年
で
、
家
族
の
帯
同
は
認
め
ら
れ

な
い
。

　

一
方
、
特
定
技
能
2
号
は
、
さ
ら
に
高

度
な
技
能
・
日
本
語
能
力
試
験
に
合
格
し
、

「
熟
練
し
た
技
能
を
要
す
る
業
務
に
従
事
」

す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
与
え
ら
れ
る
。

1
回
ご
と
の
在
留
期
間
は
定
め
ら
れ
る

（
具
体
的
な
年
月
は
原
稿
執
筆
時
点
で
未

定
）
も
の
の
、
在
留
期
間
の
更
新
回
数
に

制
限
は
な
く
、
家
族
の
帯
同
も
認
め
ら
れ

る
。
特
定
技
能
2
号
の
受
け
入
れ
に
つ
い

て
は
、
2
年
後
の
21
年
か
ら
開
始
さ
れ
る

見
込
み
で
、
業
種
は
建
設
、
造
船
・
舶
用

工
業
の
2
業
種
に
当
面
絞
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
政
府
は
、
国
際
的
な
人
材
獲

得
競
争
が
激
し
く
な
る
中
、
高
度
人
材
と

さ
れ
る
外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
積

極
的
に
受
け
入
れ
る
方
針
を
採
っ
て
き
た

（
図
表
2
）。
す
な
わ
ち
、
わ
が
国
の
経
済

社
会
の
活
性
化
や
国
際
化
に
資
す
る
「
広

義
の
高
度
人
材
」
で
あ
る
専
門
的
・
技
術

的
分
野
の
在
留
資
格
の
外
国
人
労
働
者
に

つ
い
て
は
、
在
留
資
格
の
要
件
緩
和
や
大

学
留
学
生
の
国
内
就
職
支
援
な
ど
を
行
っ

て
き
た
。
専
門
的
・
技
術
的
分
野
の
外
国

人
労
働
者
は
、
1
回
の
在
留
期
間
は
最
長

5
年
と
限
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
更
新
の

回
数
に
制
限
は
な
く
、
家
族
の
帯
同
も
認

　
2
0
1
8
年
末
の
臨
時
国
会
で「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
法
務
省
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
改

正
入
管
法
）
が
成
立
し
、新
在
留
資
格
「
特
定
技
能
」
が
創
設
さ
れ
る
。
深
刻
な
人
手
不
足
の
状
況
下
、わ
が
国
は
高
度・

専
門
職
以
外
の
職
業
に
つ
い
て
も
正
面
か
ら
外
国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ
る
方
向
に
大
き
く
か
じ
を
切
る
。
本
来
の
趣
旨

と
実
態
の
間
で
乖か

い
り離

が
指
摘
さ
れ
る
技
能
実
習
制
度
や
、留
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
安
価
な
労
働
力
確
保
の
た
め「
な

し
崩
し
」
的
に
活
用
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
か
っ
た
こ
れ
ま
で
の
状
況
に
比
べ
れ
ば
、
一
歩
前
進
と
捉
え
る
こ
と
も
で

き
る
。
も
っ
と
も
、
現
状
は
法
務
省
入
国
管
理
局
を
同
省
の
外
局
に
格
上
げ
す
る
「
出
入
国
在
留
管
理
庁
」
の
実
効
性
、

外
国
人
と
地
域
社
会
の
共
生
に
向
け
た
支
援
な
ど
不
透
明
な
面
も
多
い
。
将
来
に
禍
根
を
残
さ
ず
、
わ
が
国
が
働
き
た
い

国
と
し
て
今
後
も
外
国
人
に
選
ば
れ
る
た
め
に
は
、
受
け
入
れ
環
境
整
備
が
急
務
で
あ
る
。

外
国
人
労
働
者
に
選
ば
れ
る
に
は

受
け
入
れ
拡
大
へ
体
制
整
備
が
急
務

日
本
総
合
研
究
所
調
査
部 

副
主
任
研
究
員

下
田
裕
介

　日
本
総
合
研
究
所
調
査
部 

副
主
任
研
究
員

菊
地
秀
朗

解 説
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め
ら
れ
る
。
中
で
も
優
秀
な
研
究
者
・
技

術
者
・
経
営
者
と
い
っ
た
高
水
準
の
学
歴
、

職
歴
、
年
収
を
有
す
る
「
狭
義
の
高
度
人

材
」
に
対
し
て
は
「
高
度
人
材
ポ
イ
ン
ト

制
」
を
活
用
し
、
在
留
期
間
を
無
制
限
と

し
た
り
、
永
住
権
取
得
要
件
と
な
る
在
留

期
間
を
10
年
か
ら
最
短
1
年
に
短
縮
し
た

り
す
る
な
ど
、
一
段
の
優
遇
措
置
を
与
え

て
い
る
。

　

一
方
で
、
政
府
は
形
式
上
「
移
民
政
策

は
採
ら
な
い
」
と
い
う
方
針
の
下
、
高
度

人
材
以
外
で
の
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入

れ
に
対
し
て
は
、
消
極
姿
勢
を
維
持
し
て

き
た
。
今
般
の
改
正
法
の
特
定
技
能
1
号

は
、
人
手
不
足
を
理
由
に
、
就
労
可
能
な

在
留
資
格
が
与
え
ら
れ
る
業
種
を
大
幅
に

拡
大
す
る
も
の
で
あ
り
、
高
度
人
材
以
外

の
外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て
も
、
受
け
入

れ
の
門
戸
を
開
く
と
い
う
意
味
で
、
大
き

な
方
針
転
換
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、
特
定

技
能
2
号
は
、
専
門
的
・
技
術
的
分
野
の

在
留
資
格
に
お
お
む
ね
準
じ
る
も
の
と
な

っ
て
お
り
、
高
度
人
材
以
外
に
対
し
て
も
、

わ
が
国
で
の
長
期
間
の
在
留
を
認
め
る
も

の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ

拡
大
と
い
う
大
幅
な
方
針
転
換
を
踏
ま
え

れ
ば
、
そ
の
出
入
国
管
理
に
加
え
、
共
生

に
向
け
た
対
応
策
の
重
要
性
が
一
段
と
高

ま
る
の
は
必
至
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、

司
令
塔
と
し
て
入
管
局
を
格
上
げ
し
、
出

入
国
在
留
管
理
庁
を
創
設
す
る
こ
と
に
は

合
理
性
が
あ
り
、
評
価
で
き
る
。

既
に
急
増

　

政
府
は
今
回
の
法
改
正
で
、
よ
う
や
く

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
拡
大
に
向
け

て
方
針
転
換
し
た
と
は
い
え
、
人
手
不
足

が
深
刻
化
す
る
中
、
技
能
実
習
生
や
留
学

生
の
ア
ル
バ
イ
ト
と
い
う
形
で
、
未
熟
練

の
労
働
者
を
既
に
大
量
に
受
け
入
れ
て
き

た
と
い
う
の
が
、
わ
が
国
の
実
情
で
あ
る
。

　

少
子
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
人
口
の
減

少
と
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
始
動
後
の
景
気
回

復
に
よ
る
労
働
需
要
拡
大
を
背
景
に
、
わ

が
国
の
人
手
不
足
は
深
刻
化
し
て
い
る
。

18
年
1
〜
11
月
平
均
の
完
全
失
業
率
は

2
・
4
％
と
、
バ
ブ
ル
期
以
来
の
水
準
ま

で
低
下
し
て
お
り
、
有
効
求
人
倍
率
も

1
・
61
倍
と
、
高
度
成
長
期
以
来
の
水
準

ま
で
上
昇
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、

外
国
人
労
働
者
は
重
要
な
労
働
力
の
供
給

源
と
な
っ
て
い
る
。

　

わ
が
国
の
外
国
人
労
働
者
の
状
況
を
把

握
す
る
統
計
で
あ
る
厚
生
労
働
省
「
外
国

人
雇
用
状
況
の
届
出
状
況
」
に
よ
る
と
、

17
年
10
月
末
時
点
の
外
国
人
労
働
者
数
は

1
2
8
万
人
と
、
全
就
業
者
数
の
2
・
0

％
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
水
準
自
体
は
、

他
国
と
比
較
す
れ
ば
依
然
と
し
て
低
い
も

の
の
、
12
年
10
月
末
時
点
の
68
万
人
か
ら
、

過
去
5
年
間
で
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
る
。
同

期
間
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
始
動
後
の
景
気

回
復
局
面
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、
こ
の
期

間
の
全
就
業
者
数
の
増
加
は
2
5
0
万
人

で
あ
り
、
そ
の
う
ち
60
万
人
、
ほ
ぼ
4
分

の
1
を
外
国
人
労
働
者
が
占
め
て
い
る
こ

と
に
な
る
。

　

地
域
別
・
産
業
別
に
見
る
と
、
相
当
な

割
合
で
外
国
人
労
働
者
に
依
存
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
よ
り
明
白
に
確
認
で
き
る
。
地

域
別
に
主
な
産
業
ご
と
の
外
国
人
労
働
者

比
率
を
算
出
す
る
と
、
17
年
は
12
年
と
比

べ
総
じ
て
上
昇
し
て
い
る
が
、
例
え
ば
、

宿
泊
・
飲
食
業
で
は
南
関
東
が
8
・
6
％

に
達
し
て
い
る
（
図
表
3
）。
東
海
、
近

畿
で
も
高
め
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

地
域
で
は
、
訪
日
観
光
に
お
け
る
い
わ
ゆ

る
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
」
と
し
て
、
外

国
人
観
光
客
の
増
加
が
著
し
く
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
応
の
外
国
人
労
働
者
が
重
宝
さ

れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
一
方
、
製
造
業

（出所）法務省、厚生労働省、各種報道等を基に日本総合研究所作成

〈図表1〉新外国人在留資格「特定技能」

在留期間最長５年
家族の帯同は不可
検討業種：介護、ビルクリーニン
グ、素形材産業、産業機械製造、
電気・電子機器関連産業、建設業、
造船・舶用工業、自動車整備業、
航空業、宿泊業、農業、漁業、飲
食料品製造業、外食業

在留期間は更新制
家族の帯同も可能
検討業種：建設業、
造船・舶用工業

技能実習３年修了者は
試験免除

在留期間最長５年
家族の帯同は不可

特
定
技
能
２ 

号

日
本
語
と
技
能
の
試
験

技
能
実
習

特
定
技
能
１ 

号

日本語と技能の試験

（出所）法務省入国管理局等を基に日本総合研究所作成

〈図表2〉わが国の在留資格
活動に基づく在留資格 備考
在留資格に定められた範囲で就労可能
外交、公用
高度専門職（高度人材ポイント制による優遇措置、狭義の高度人材）
専門的・技術的分野 （教授、芸術、宗教、報道、経営・管理、法律・会計業務、医療、
研究、教育、技術・人文知識・国際業務、企業内転勤、介護、興行、技能）
技能実習
特定技能
就労できない在留資格
文化活動
短期滞在（観光客、会議参加者等、最長 90日）
留学（大学等、専修学校もしくは各種学校〈日本語学校含む〉の学生）

研修
家族滞在

特定活動（外交官等の家事使用人、ワーキングホリデー、EPAに基づく看護師・介護
福祉士候補者、難民認定申請中の者、卒業後就職活動を行う留学生など）

身分に基づく在留資格
永住者、日本人の配偶者等、永住者の配偶者等、定住者

個々の外国人に与えられた許可の内容により就労の可否が決められる在留資格

広義の
高度人材

新在留資格

資格外活動で
週 28時間就労可

就労制限なし
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で
は
宿
泊
・
飲
食
業
ほ
ど
の
偏
り
は
見
ら

れ
な
い
が
、
17
年
に
は
東
海
の
5
・
6
％

を
筆
頭
に
、
四
国
で
4
・
9
％
、
中
国
で

4
・
4
％
と
、
お
よ
そ
20
人
に
1
人
が
外

国
人
労
働
者
と
い
う
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

在
留
資
格
別
、
国
籍
別
の
内
訳
か
ら
も
、

近
年
の
外
国
人
労
働
者
急
増
の
特
徴
を
指

摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
在
留
資
格
別
で

は
、
政
府
が
も
と
よ
り
受
け
入
れ
を
積
極

化
し
て
き
た
専
門
的
・
技
術
的
分
野
の
外

国
人
労
働
者
は
、
増
加
し
て
は
い
る
も
の

の
、
そ
の
ペ
ー
ス
は
緩
や
か
に
と
ど
ま
り
、

12
年
以
降
の
急
増
を
け
ん
引
し
て
き
た
の

は
、
技
能
実
習
生
と
留
学
生
の
資
格
外
活

動
に
よ
る
ア
ル
バ
イ
ト
で
あ
る（
図
表
4
）。

ま
た
、
国
籍
別
で
は
、
技
能
実
習
生
や
日

本
語
学
校
へ
の
留
学
生
に
占
め
る
シ
ェ
ア

の
大
き
い
ベ
ト
ナ
ム
、
ネ
パ
ー
ル
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
な
ど
か
ら
の
外
国
人
労
働
者
の
増

加
が
顕
著
で
あ
る
。
一
方
、
08
年
ご
ろ
に

半
数
近
く
を
占
め
て
い
た
中
国
か
ら
の
増

加
は
限
定
的
で
、
足
元
の
シ
ェ
ア
は
3
割

を
切
っ
て
い
る
。

　

技
能
実
習
制
度
は
元
来
、
途
上
国
へ
の

技
術
、
知
識
の
移
転
を
図
り
、
経
済
発
展

を
担
う
「
人
づ
く
り
」
に
協
力
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
留

学
生
は
、
資
格
外
活
動
許
可
を
取
得
す
る

こ
と
で
、
週
28
時
間
（
夏
休
み
な
ど
の
期

間
は
1
日
8
時
間
）
以
内
の
就
業
が
可
能

と
な
る
が
、
本
来
の
目
的
は
言
う
ま
で
も

な
く
学
業
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
も
と
も

と
就
労
を
目
的
と
し
た
在
留
資
格
で
は
な

い
が
、
人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、
必

ず
し
も
高
度
な
技
能
を
必
要
と
し
な
い
安

価
な
労
働
力
の
供
給
源
と
し
て
、
制
度
と

実
態
が
乖
離
す
る
形
で
、
い
わ
ば
「
な
し

崩
し
」
的
に
活
用
さ
れ
て
き
た
と
言
え
る
。

受
け
入
れ
の
功
罪

　

こ
の
よ
う
に
、
わ
が
国
は
既
に
多
く
の

外
国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
が
、

そ
の
経
済
社
会
へ
の
影
響
は
ど
う
考
え
れ

ば
よ
い
か
。
プ
ラ
ス
、
マ
イ
ナ
ス
両
面
が

あ
る
が
、
ま
ず
、
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
以

下
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

第
一
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
労
働
力
不

足
の
緩
和
で
あ
る
。
人
口
減
少
・
高
齢
化

の
急
速
な
進
展
に
よ
り
、
人
口
動
態
の
影

響
が
大
き
い
地
方
や
、
労
働
条
件
が
厳
し

い
産
業
分
野
で
は
深
刻
な
人
手
不
足
に
な

っ
て
い
る
。
外
国
人
労
働
者
の
増
加
は
そ

う
し
た
状
況
を
緩
和
し
、
い
わ
ゆ
る
人
手

不
足
倒
産
を
回
避
し
て
、
消
費
者
に
と
っ

て
も
便
利
な
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
可

能
に
し
て
く
れ
て
い
る
。

　

第
二
は
、
人
口
減
少
地
域
の
存
続
を
可

能
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
人
口
流
出

と
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
地
域
で
は
、
労

働
力
不
足
で
産
業
が
成
り
立
た
な
く
な
れ

ば
、
そ
れ
に
伴
っ
て
地
域
の
生
活
基
盤
が

崩
壊
す
る
恐
れ
も
あ
る
。
そ
う
し
た
地
域

で
外
国
人
が
働
い
て
く
れ
る
こ
と
で
、
産

業
、
生
活
基
盤
の
存
続
が
可
能
に
な
っ
て

く
る
。
実
際
、
地
域
の
外
国
人
労
働
者
が

担
い
手
と
な
っ
て
、
伝
統
工
芸
や
、
祭
り

な
ど
の
伝
統
文
化
が
継
承
さ
れ
て
い
る
ケ

ー
ス
も
あ
る
。

　

第
三
は
、
外
国
人
な
ら
で
は
の
視
点
や

海
外
と
の
つ
な
が
り
が
新
た
に
生
ま
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
企
業
経
営
に
お
い
て
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
（
多
様
性
）
が
重
視
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
が
、
外
国
人
労
働

者
は
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
だ
け
で
は
気
づ

か
な
い
課
題
や
解
決
策
を
提
供
し
て
く
れ

る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で

は
な
く
、
外
国
人
労
働
者
は
、
異
文
化
を

日
本
に
紹
介
し
た
り
、
逆
に
日
本
の
こ
と

を
世
界
に
情
報
発
信
し
た
り
す
る
、
ブ
リ

ッ
ジ
人
材
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
潜
在

能
力
が
あ
る
。
近
年
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

交
流
サ
イ
ト
（
S
N
S
）
な
ど
ネ
ッ
ト
を

介
し
、
在
留
外
国
人
と
母
国
の
人
々
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
容
易
と
な
り
、

こ
う
し
た
情
報
交
換
が
外
国
人
観
光
客
の

呼
び
込
み
、
わ
が
国
企
業
の
現
地
へ
の
進

出
、
現
地
で
の
わ
が
国
製
品
の
認
知
度
の

高
ま
り
と
輸
出
の
拡
大
な
ど
に
寄
与
す
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
。

（出所）厚生労働省「外国人雇用状況の届出状況」

〈図表3〉宿泊業、 飲食サービス業と製造業におけ    
　　　  る地域別外国人労働者比率
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(注）「身分に基づく在留資格」は、「永住者」、「日本人の
配偶者等」、「永住者の配偶者等」、「定住者」等が該当。
（出所）厚生労働省「外国人雇用状況の届出状況」
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一
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
以
下
の
点

が
考
え
ら
れ
る
。

　

第
一
は
、
賃
金
上
昇
を
抑
え
、
国
内
労

働
者
の
処
遇
改
善
を
遅
ら
せ
る
こ
と
で
あ

る
。
わ
が
国
で
い
わ
ゆ
る
未
熟
練
外
国
人

が
働
く
の
は
、
基
本
的
に
は
厳
し
い
労
働

環
境
な
ど
の
た
め
に
日
本
人
が
集
ま
り
に

く
い
分
野
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
日
本
人

の
仕
事
を
直
接
奪
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
ほ

と
ん
ど
な
い
と
思
わ
れ
る
。
一
方
で
、
労

働
供
給
を
増
や
す
こ
と
で
、
そ
の
分
労
働

需
給
を
緩
和
し
、
賃
金
上
昇
を
抑
え
る
フ

ァ
ク
タ
ー
に
な
っ
て
い
る
面
が
指
摘
で
き
、

未
曽
有
の
人
手
不
足
と
い
う
状
況
の
割
に

は
賃
金
上
昇
が
緩
や
か
な
一
つ
の
要
因
に

な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
点
に
関
し
て
は
企
業
に
と
っ
て
の
労

働
コ
ス
ト
抑
制
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
と
表
裏

一
体
に
な
っ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
01
〜
13
年
ま
で
の
完
全
失

業
率
と
賃
金
上
昇
率
（
所
定
内
給
与
前
年

比
）
の
関
係
（
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
カ
ー
ブ
）

を
基
に
、
そ
の
後
の
外
国
人
労
働
者
急
増

に
よ
る
賃
金
の
抑
制
度
合
い
を
試
算
す
る

と
、
幅
を
持
っ
て
み
る
必
要
は
あ
る
も
の

の
、
17
年
の
所
定
内
給
与
の
上
昇
率
が
お

よ
そ
▲
0
・
2
ポイント
程
度
抑
制
さ
れ
た
と
い

う
結
果
と
な
っ
た
。

　

第
二
は
、
国
内
産
業
の
生
産
性
向
上
の

阻
害
要
因
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
安
価
な

労
働
力
が
調
達
で
き
な
け
れ
ば
、
合
理

化
・
省
力
化
投
資
な
ど
、
設
備
投
資
に
よ

る
生
産
性
向
上
の
誘
因
が
働
く
。
低
賃
金

の
外
国
人
労
働
者
を
雇
う
こ
と
が
可
能
と

な
れ
ば
、
そ
う
し
た
誘
因
が
抑
制
さ
れ
、

本
来
は
置
き
換
え
ら
れ
る
べ
き
低
生
産
性

工
程
・
部
門
が
国
内
に
残
る
こ
と
に
も
な

る
。

　

第
三
は
、
地
域
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が

増
え
、
外
国
人
へ
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ

が
強
ま
る
リ
ス
ク
で
あ
る
。
生
活
習
慣
が

異
な
り
、
地
域
の
生
活
ル
ー
ル
を
知
ら
な

い
外
国
人
が
増
え
れ
ば
、
ご
み
出
し
の
問

題
や
騒
音
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
の
可
能
性

が
高
ま
る
。
そ
う
し
た
こ
と
で
外
国
人
へ

の
偏
見
が
強
ま
れ
ば
、
社
会
的
な
摩
擦
が

生
じ
か
ね
な
い
。

　

以
上
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
表

裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
が
、
足
元
に
お
い

て
、
賃
金
上
昇
の
足
取
り
が
し
っ
か
り
し
、

生
産
性
も
持
ち
直
し
の
傾
向
が
見
ら
れ
る

中
、
現
状
で
は
外
国
人
労
働
者
増
加
に
よ

る
デ
メ
リ
ッ
ト
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
く
、

総
じ
て
み
れ
ば
メ
リ
ッ
ト
が
上
回
っ
て
い

る
と
み
ら
れ
る
。

体
制
不
備
な
ら
将
来
の
火
種
に

　

し
か
し
、
先
述
の
通
り
、
わ
が
国
で
は

制
度
と
実
態
が
乖
離
す
る
形
で
、
い
わ
ば

「
な
し
崩
し
」
的
に
外
国
人
労
働
者
を
受

け
入
れ
て
き
た
た
め
、
既
に
多
く
の
副
作

用
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

例
え
ば
、
技
能
実
習
生
や
留
学
生
の
送
り

出
し
国
で
は
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
暗
躍
し
、

多
額
の
保
証
金
を
借
金
と
し
て
負
わ
せ
る

ケ
ー
ス
が
多
発
し
た
。
国
内
で
も
、
パ
ス

ポ
ー
ト
の
押
収
、
違
法
な
長
時
間
労
働
、

賃
金
未
払
い
が
常
態
化
し
て
い
る
悪
質
な

事
業
者
も
出
現
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
に

耐
え
か
ね
、
失
踪
、
不
法
滞
在
化
に
至
り
、

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

制
度
設
計
が
不
十
分
な
ま
ま
で
の
受
け
入

れ
は
、
外
国
人
労
働
者
に
と
っ
て
も
、
地

域
社
会
に
と
っ
て
も
不
幸
な
結
果
に
な
り

か
ね
な
い
。

　

今
回
の
法
改
正
、
お
よ
び
政
府
の
方
針

転
換
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
な
し
崩
し
」
的

受
け
入
れ
と
比
較
す
れ
ば
、
一
定
の
前
進

と
評
価
は
で
き
よ
う
。
も
っ
と
も
、
課
題

は
山
積
し
て
い
る
。

　

第
一
に
、
全
体
像
や
基
本
的
姿
勢
、
お

よ
び
具
体
的
な
施
策
の
位
置
づ
け
を
よ
り

明
確
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
政
府
は

「
移
民
政
策
は
採
ら
な
い
」
と
い
う
従
来

の
方
針
を
崩
し
て
い
な
い
が
、
未
熟
練
労

働
も
含
め
た
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ

に
正
面
か
ら
向
き
合
っ
た
基
本
的
な
方
針

を
示
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
将
来
の

受
け
入
れ
業
種
や
人
数
の
決
定
方
法
、
教

育
や
医
療
、
保
険
を
は
じ
め
と
す
る
公
共

サ
ー
ビ
ス
な
ど
該
当
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
仕

組
み
に
つ
い
て
、
法
的
、
そ
し
て
財
政
的

な
裏
付
け
を
伴
う
形
で
検
討
・
具
体
化
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
実
効
性
あ
る
推
進
体
制
を
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
。
入
管
局
は
、
在
留

資
格
の
厳
正
な
審
査
や
出
入
国
管
理
事
務

の
能
力
は
高
い
半
面
、
入
国
後
の
外
国
人

の
就
労
や
生
活
、
受
け
入
れ
側
の
地
域
社

会
の
反
応
な
ど
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
は
乏

し
い
。
外
国
人
の
受
け
入
れ
だ
け
で
な
く
、

労
働
者
と
し
て
働
き
な
が
ら
地
域
社
会
に

根
付
い
て
も
ら
う
に
は
、
司
令
塔
と
な
る

出
入
国
在
留
管
理
庁
の
機
能
と
体
制
の
強

化
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
れ
と
と
も
に
、
厚

労
省
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
省
庁
や
、
外

国
人
を
受
け
入
れ
る
自
治
体
・
企
業
な
ど

も
含
め
、
積
極
的
に
問
題
意
識
の
共
有
や

情
報
連
携
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

第
三
に
、
外
国
人
と
地
域
住
民
の
共
生

を
進
め
て
い
く
た
め
の
枠
組
み
を
つ
く
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
政
府
は
今
回
、「
外

国
人
材
の
受
け
入
れ
・
共
生
の
た
め
の
総

合
的
対
応
策
」
を
ま
と
め
、
地
域
と
の
共

生
を
う
た
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
政
府
が
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「
移
民
政
策
を
採
ら
な
い
」
ス
タ
ン
ス
を

堅
持
し
、
国
内
に
も
外
国
人
労
働
者
の
増

加
の
影
響
を
不
安
視
す
る
声
も
多
い
中
で
、

い
か
に
実
効
性
を
高
め
る
か
が
カ
ギ
と
な

る
。
国
の
総
合
調
整
機
能
は
重
要
だ
が
、

肝
要
な
の
は
地
域
の
主
体
的
な
取
り
組
み

を
ど
う
進
め
る
か
で
あ
る
。
外
国
人
労
働

者
の
受
け
入
れ
は
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
両
面
あ
る
わ
け
で
、
地
域
の
産
業
界
・

自
治
体
・
住
民
が
コ
ス
ト
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト

を
考
え
、
産
業
維
持
と
共
生
の
両
面
を
含

め
て
地
域
こ
そ
が
主
体
的
に
取
り
組
む
べ

き
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

国
内
で
人
手
不
足
解
消
の
め
ど
は
容
易

に
立
た
な
い
一
方
、
将
来
的
に
は
経
済
発

展
を
続
け
る
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
人
手
不
足

が
深
刻
化
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。
将
来
の

ア
ジ
ア
全
域
で
の
人
材
獲
得
競
争
を
考
え

れ
ば
、
熟
練
・
未
熟
練
を
問
わ
ず
、
優
良

な
外
国
人
労
働
者
に
働
き
た
い
国
と
し
て

わ
が
国
が
選
ば
れ
る
こ
と
は
、
持
続
的
な

経
済
成
長
の
た
め
に
不
可
欠
と
言
え
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
外
国
人
労
働
者
の
受
け

入
れ
環
境
整
備
は
、
極
め
て
差
し
迫
っ
た

重
要
な
課
題
で
あ
る
。


